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1．研究の概要 

本研究では、ジョン・ウィリアム・ウォーターハウスの作品をはじめとする 19 世紀のイギ

リス絵画に対し、ジェイン・エレン・ハリソンがどのような影響を及ぼしたのかを追究した。 

まず、ハリソンの著作や伝記、ハリソン関連の先行研究を網羅的に調査し、ハリソンの業績

の全貌を把握した。また、ハリソン関連の研究動向を整理したところ、19 世紀イギリスの美

術雑誌に寄稿された記事の存在が十分に照射されていないことが浮き彫りになった。 

そこで本研究では、19 世紀イギリスの主要な美術雑誌を調査し、ハリソンに関連する記事

の調査と分析を行った。これにより、19 世紀イギリスの美術界とハリソンが接点を有したこ

とが明らかになった。また、ハリソンの寄稿記事がウォーターハウス作品の特異な図像表現と

強い類似性を持つことも確認された。さらに、資料分析と絵画分析を通じて得られたこれらの

成果をふまえて、19 世紀のイギリス美術界におけるハリソンの位置づけを考察した。 

 

2．研究の動機、目的 

先行研究ではウォーターハウスがハリソンから影響を受けた可能性が指摘されていたが、

個別作品ごとの綿密な分析・考察は不十分であった。また、ハリソンの著作は同時代人に広く

読まれていたが、イギリス美術界においてどのように受容されていたのかは詳らかにはされ

ていない。そこで本研究は、ウォーターハウス作品等の 19世紀のイギリス絵画において、ハ

リソンからの影響がどのようなものであったのかを明らかにすることを目的とした。 

 

3．研究の結果 

本研究では、ハリソンが 19 世紀のイギリス美術と接点を持ったことを、当時の主要美術雑

誌の調査を通じて明らかにした。また、美術雑誌へのハリソンの寄稿記事がウォーターハウス

作品に及ぼした影響を、図像的分析と記事内容の検討によって明らかにした。これらを論証し

ていく過程で、ハリソン関連の資料を収集・調査し、ハリソンの生涯と著作物を整理する年表



と、19 世紀イギリスの主要美術雑誌におけるハリソン関連記事のリストを作成した。 

ハリソンは、女性の大学進学が困難な時代にケンブリッジ大学で歴史学を学び、古代の宗

教・芸術・文化を浩瀚に研究し、学術誌への論文投稿、講演活動、著書の出版等を行った。さ

らに、ハリソンの研究成果は同時代の美術に対しても影響力を持っていた。従来の研究では充

分に論じられてこなかったが、本研究の調査を通じて、『マガジン・オブ・アート』誌に 10年

以上にわたってハリソンの署名入り寄稿記事が多数掲載され、ヴィクトリア朝期の美術に携

わる者達がハリソンの記事を頻繁に目にしていたことが明らかになった。 

加えて、『マガジン・オブ・アート』誌のハリソンの記事中の図版や文言が、ウォーターハ

ウスをはじめとする 19世紀のイギリスの画家たちに及ぼした影響の諸相も見えてきた。ウォ

ーターハウスの《ユリシーズとセイレンたち》と《ダナエ》には、鳥のセイレン像、箱から立

ち上がるダナエ像といった、西洋絵画の図像伝統や 19 世紀絵画の流行とは大きく異なる特異

な表現が含まれている（19 世紀の絵画においては、セイレンは女性の上半身と魚の下半身を

組み合わせた人魚像で描かれることが多く、ダナエ神話の図像伝統においては塔に幽閉され

たダナエと黄金の雨に変身したゼウスが並置されることが多い）。ハリソンの著作や『マガジ

ン・オブ・アート』誌に寄稿した記事の中には、ハリソン自身が調査・収集した古代遺物の写

真、遺物表面を装飾する図案の書き起こし図が含まれており（図１）、それらはウォーターハ

ウス作品の図像表現と強い類似性を示している。さらに、記事に含まれる古代神話に対するハ

リソンの解釈は、画面上でのウォーターハウスの神話解釈にも合致しており、特異な図像表現

の理論的支柱になった可能性が高い。ウォーターハウスが独自の絵画表現を選択する際、ハリ

ソンの著作や記事は、図像的・理論的根拠として参照容易かつある程度の信頼性を持てるもの

として位置づけられていたはずである。このように、ハリソンがウォーターハウス作品等の同

時代の絵画に影響を与えた可能性がきわめて高いことが、本研究を通じて補強された。 

上記の研究成果の一部は、2025年 11月 8日に日本ヴィクトリア朝文化研究学会第 25 回全

国大会にて、「ヴィクトリア朝絵画における J.E.ハリソンの影響――J.W.ウォーターハウスの

絵画分析を中心に」と題した発表によって公表した（図２）。さらに、この学会発表の内容を

まとめた論文「J.E.ハリソンとヴィクトリア朝絵画の接点――J.W.ウォーターハウスの絵画

分析を事例として」を、2026年 3 月発行の『盛岡大学紀要』第 43 号に投稿し、査読を経て掲

載された。 
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4．研究者としてのこれからの展望 

本研究ではイギリスの美術雑誌を調査したが、19世紀が中心となり 20 世紀のものは十分に

扱えなかった。今後は調査範囲を 19 世紀以降にも広げ、20 世紀にも活躍を続け没後も影響力

を持ち続けたハリソンの痕跡を、イギリスの美術雑誌上に追跡していきたい。 

また、本研究ではウォーターハウス作品を中心的に扱ったが、古代ギリシア神話に取材した

全ての作品を網羅できたわけではなかった。また、ウォーターハウス以外にも、古代ギリシア

神話主題を絵画化した画家は多くいた。彼らもまた古代神話を研究していたハリソンの著作

に関心を寄せていた可能性が高いが、この点は論じられていない。今後の研究では、本研究を

通じて得られた、美術雑誌とハリソンの関連をまとめたリストや年譜、ハリソン関連の文献資

料等を活用して、未検討のウォーターハウス作品や別の画家の作品を取り上げ、ハリソンとイ

ギリス美術の関係をより広範に追究していきたい。 

 

5．支援者（寄付企業等や社会一般）等へのメッセージ 

この度は本研究を採用して頂き、深謝申し上げます。本奨励金によって、勤務校では困難で

あった一次資料の調査、高額な研究文献の入手、遠方での学会発表等が可能となりました。研

究者を取り巻く環境は年々厳しくなっていますが、私のように、本奨励金によって活力を得ら

れる研究者が少なからずいることでしょう。ぜひ今後とも本奨励金の継続的な運用と、若手・

女性研究者へのご理解・ご支援を頂けますよう、何卒よろしくお願いいたします。 


